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ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
活
用
事
業 

河
浦
小
学
校
６
年
生
「
校
外
学
習
」 

２
月
22
日
に
、
各
地
区
振
興
会
と
の
共
催
事

業
と
し
て
河
浦
小
学
校
６
年
生

３１
名
の
参
加
で

校
外
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
熊
本
市
内

の
新
聞
博
物
館
で
の
研
修
や
ス
ケ
ー
ト
体
験
を
行

う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
急
遽
、
行
程
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。 

移
動
の
バ
ス
の
中
で
は
「
校
外
学
習
の
し
お

り
」
が
配
ら
れ
、
令
和
４
年
度
に
完
成
予
定
の
第

二
瀬
戸
大
橋
（
上
島
と
下
島
間
に
架
か
る
橋
）
の

工
事
現
場
を
車
窓
か
ら
眺
め
な
が
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

天
草
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
ボ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。“
初
”
ボ
ー
リ
ン
グ
の
子
供

も
い
て
、
ボ
ー
ル
選
び
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
、
昼
食

は
焼
き
肉
を
食
べ
ま
し
た
が
最
後
は
テ
ー
ブ
ル
ご

と
、
自
主
的
に
食
器
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
帰

り
の
バ
ス
の
中
で
も
、
話
し
声
が
途
切
れ
る
こ
と

は
な
く
、
歌
声
も
聞
こ
え
終
始
に
ぎ
や
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
コ
ー
ス
が
変
更
に

な
り
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
残
念
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
校
外
学
習
を
目
一
杯
楽
し
ん 

 

河浦まちづくり協議会広報誌 
◇
会
長
あ
い
さ
つ
◇ 

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長 

本
多
常
義

 
 日

頃
よ
り
球
技
大
会
を
は
じ
め
各
種
行
事
に
多
数

の
皆
様
の
参
加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
令
和
元
年
度
よ
り
「
第
２
期
河
浦
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
に
基
づ
き
、
①
観
光
文
化
部
門
・
世
界
文

化
遺
産
や
コ
レ
ジ
ヨ
等
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
地

域
資
源
の
活
用
、
②
地
域
振
興
教
育
部
門
・
浦
河
町

友
好
交
流
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
推
進
、
③
生
活

環
境
防
犯
防
災
部
門
・
区
単
位
の
自
主
防
災
組
織
設

立
の
推
進
、
④
産
業
経
済
部
門
・
地
元
産
品
の
開
発

販
売
の
推
進
、
以
上
四
部
門
の
行
動
計
画
を
立
て
取

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

先
日
は
明
る
い
話
題
と
し
て
、1591

～97

年
に

天
草
地
方
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
最
高

学
府
「
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
」
が
河
浦
町
に
あ
っ
た
事
を

示
す
古
文
書
が
、
英
国
の
大
英
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
事
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
話
題
を
地
域

の
活
力
に
河
浦
町
の
更
な
る
情
報
発
信
と
、
地
域
繁

栄
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
令
和
２
年
２

月
ま
で
に
、
（
京
都
府
）
濵
﨑
様
、
（
広
島
県
）

大
土
井
様
、
（
岐
阜
県
）
山
本
様
、
（
東
京
都
）

野
口
様
、
（
千
葉
県
）
河
村
様
、
（
愛
知
県
）
藤

下
様
、
（
東
京
都
）
鶴
田
様
、
（
東
京
都
）
石
田

様
、
（
大
阪
府
）
黒
田
様
、
（
東
京
都
）
三
宅

様
、
（
熊
本
県
）
池
田
様
、
（
東
京
都
）
三
宅

様
、
（
東
京
都
）
吉
永
様
、
（
沖
縄
県
）
中
篠

様
、
（
熊
本
県
）
濱
口
様
、
（
神
奈
川
県
）
中
島

様
、
（
福
岡
県
）
吉
田
様
ほ
か
匿
名
25
名
の
合

計
42
名
の
方
か
ら

140
万
円(
純
寄
附
金
額
70

万
５
千
円)

の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
品
と

し
て
業
務
委
託
先
よ
り
天
草
産
の
黒
毛
和
牛
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ポ
ー
ク
、
真
鯛
、
デ
コ
ポ
ン
、
ひ
お
う

ぎ
貝
、
コ
ッ
パ
餅
、
生
う
に
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
天

草
大
王
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト
や
晩
柑
な
ど
を
発

送
し
て
い
ま
す
。 

寄
附
金
は
、
河
浦
小
学
校
６
年
生
校
外
学
習
、

﨑
津
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
（
公
民
館
共
催
）
、
河
浦
地
区
文
化
祭
等
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
浦
河
町
交
流
事
業
な
ど
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

で
く
れ
た
様
子
を
見
て
、
適
応
能
力
、
順
応
性
の

高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
っ

と
も
っ
と
成
長
し
社
会
人
に
な
っ
て
い
く
子
ど
も

達
で
す
が
、
こ
の
校
外
学
習
の
１
日
を
忘
れ
ず
に

た
ま
に
は
、
「
あ
の
時
こ
ん
な
事
も
あ
っ
た
ね
」

と
言
え
る
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
な
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。 
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河浦まちづくり協議会広報誌 

９
月
29
日
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催

の
「
地
区
対
抗
総
合
球
技
大
会
」
が
河
浦
総
合
運

動
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。 

競
技
は
町
内
５
地
区
対
抗
で
野
球
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
12
種
目
、

390
人
の

参
加
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
優
勝
を
目
指
し
各

種
目
が
熱
戦
を
展
開
。
そ
の
結
果
、
上
一
町
田
地

区
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。 

第
25
回
「
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
！  

令
和
元
年
度
「
地
区
対
抗
総
合
球
技 

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

６
月
９
日
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
の
た

め
、
「
第
25
回
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
河
浦
町
内
の
区

対
抗
戦
で
お
こ
な
わ
れ
、
43
チ
ー
ム
、

256
人
が

和
気
あ
い
あ
い
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

【
結
果
】 

○
男
子
フ
リ
ー
の
部 

 

優
勝
：
倉
田
B
、 

 

２
位
：
白
木
河
内
、
３
位
：
路
木
、
上
津
留 

○
女
子
フ
リ
ー
の
部 

 

優
勝
：
倉
田
、 

２
位
：
下
田
、
３
位
：
宮
野
河
内 

○
混
合
50
歳
以
上 

 

優
勝
：
志
茂
・
大
川
内
、 

２
位
：
葛
河
内
、
３
位
：
白
木
河
内 

○
混
合
50
歳
未
満 

 

優
勝
：
葛
河
内
区
、 

２
位
：
中
村
、
３
位
：
益
田 

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

「
古
江
大
神
宮
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
復
活
！ 

10 
月
13 

日
、
「
古
江
大
神
宮
観
月
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
古
江
の
里

山
景
観
を
守
る
会
」
が
大
神
宮
遊
歩
道
を
45
年
ぶ

り
に
整
備
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
河
浦
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
伊
藤
徳
彦
氏
が
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
復
活
を

企
画
し
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
共
催
し
ま
し

た
。
参
加
し
た

100
人
は
、
遊
歩
道
コ
ー
ス
（
中
上

級
向
）
と
牧
場
入
口
コ
ー
ス
（
初
級
向
け
）
に
分
か

れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
頂
上
で
は
、
豚
汁
を
食
べ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
盛
り
上
が
り
。
参
加
者
は
心
と

体
も
温
ま
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
来
年
開
催
要
望
の
声
も
多
く
聞
か
れ
、
大
盛
況

で
月
の
美
し
い
一
夜
で
し
た
。 
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同
保
存
会
の
中
田
年
枝
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は
30

年
前
に
河
浦
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、
当

時
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
松
尾
睦
美
さ
ん
と
学
生

時
代
に
文
通
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
人
後
は
お

互
い
連
絡
が
つ
か
ず
疎
遠
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
事
業
で
中
田
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
か
ら

預
か
っ
て
き
た
手
紙
を
松
尾
さ
ん
へ
渡
す
事
が
で

き
、
再
会
と
親
子
で
交
流
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。 

５
月
26
日
に
天
草
市
役
所
新
庁
舎
落
成
式
が
行

わ
れ
、
北
海
道
浦
河
町
と
浦
河
町
議
会
よ
り
新
築

記
念
祝
の
生
花
が
贈
呈
さ
れ
、
併
せ
て
浦
河
町
議

会
の
佐
々
木
孝
雄
議
長
他
３
名
も
落
成
式
に
出
席

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 市
役
所
新
庁
舎
落
成
式
に
浦
河
町
・
浦
河

町
議
会
よ
り
生
花
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

河浦まちづくり協議会広報誌 

【
感
想
文
】 

熊
本
の
旅
を
ふ
り
返
っ
て 

 

堺
町
小
６
年 

出
野
永
汰 

 

旅
の
終
わ
り
、
帰
り
の
バ
ス
。
別
れ
を
惜
し
む

声
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
最
初
は
あ
ん
な
に
静
か
だ
っ

た
の
に
今
じ
ゃ
友
達
。
こ
ん
な
に
も
名
残
り
お
し

い
事
は
そ
う
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
旅
が
充
実
し

て
い
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
旅
は
一

期
一
会
だ
と
思
う
。
僕
は
、
今
回
の
旅
の
中
で
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た
。 

 

一
つ
目
は
、
み
か
ん
狩
り
体
験
だ
。
僕
は
み
か

ん
が
大
好
き
で
楽
し
み
で
も
あ
る
体
験
だ
っ
た
。

み
か
ん
の
切
り
方
を
教
わ
り
、
い
ざ
実
戦
。
み
か

ん
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
慎
重
に
み
か
ん
を
取
っ

て
行
っ
た
。
み
か
ん
狩
り
が
終
わ
る
と
農
家
さ
ん

の
ご
好
意
に
よ
り
み
か
ん
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

事
に
な
っ
た
。
皮
を
む
き
、
一
口
で
パ
ク
ッ
と
。

そ
の
み
か
ん
は
熊
本
の
自
然
の
空
気
と
、
太
陽
の

恩
恵
を
受
け
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
み
か
ん
だ
っ
た
。
み
か
ん
の
酸
味
と
甘
さ
が
ベ

ス
ト
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
何
個
で
も
食
べ
る
事
が

で
き
そ
う
だ
っ
た
。
み
か
ん
狩
り
体
験
は
、
僕
の

人
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
。 

 

二
つ
目
は
、
コ
レ
ジ
ヨ
館
や
﨑
津
教
会
、
熊
本

城
と
い
っ
た
熊
本
や
河
浦
町
の
歴
史
を
学
ん
だ
事

だ
。
僕
は
歴
史
の
授
業
を
習
っ
て
い
て
、
と
て
も

興
味
が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
や
、
加
藤
清
正
、

熊
本
城
な
ど
沢
山
の
事
を
学
ん
だ
。
中
で
も
再
建

中
の
熊
本
城
は
、
地
震
の
影
響
で
崩
れ
落
ち
た
石

垣
の
姿
が
あ
っ
た
り
、
痛
々
し
い
光
景
だ
っ
た
。 

 

三
つ
目
は
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
河
浦
小
学
校
へ
の
訪
問
だ
。
小
学
校
へ
入
る
と

学
校
の
み
ん
な
が
、
温
か
く
出
迎
え
て
く
れ
た
。 

浦
河
町
児
童
生
徒
が
河
浦
小
中
学

校
で
交
流
授
業 
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北
海
道
浦
河
町
の
児
童
生
徒
ら
13 
人
が
１ 

月

８ 

日
か
ら
11 

日
の
４ 

日
間
、
河
浦
町
を
訪
れ
交

流
を
し
ま
し
た
。
浦
河
町
と
は
、
明
治
４ 

年
に
河

浦
町
か
ら
現
在
の
浦
河
町
へ
移
り
住
ん
だ
歴
史
が

あ
り
、
平
成
元
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

９
日
は
コ
レ
ジ
ヨ
館
や
﨑
津
集
落
の
視
察
と
み

か
ん
狩
り
や
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
体
験
を
し
、
10
日
の

午
前
中
は
河
浦
小
中
学
校
を
訪
問
。 

河
浦
小
学
校
で
は
、
愛
夢
里
か
ら
近
隣
の
児
童

と
一
緒
に
集
団
登
校
。
「
よ
う
こ
そ
河
浦
小
へ
」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
と
多
数
の
児
童
が
出
迎
え
ま

し
た
。 

 

河
浦
中
学
校
で
も
一
緒
に
授
業
を
受
け
、
給
食

を
食
べ
て
交
流
を
し
ま
し
た
。
浦
河
町
の
中
学
校

１
年
生
の
岸
田
理
徠
（
き
し
だ
り
く
）
君
は
、

「
河
浦
町
は
歴
史
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
町
。
来

て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

河浦まちづくり協議会広報誌 

北
海
道
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
in 

河
浦 

11 

月
24 

日
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
in 

河

浦
地
区
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
浦
河
町
か
ら
浦

河
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
一
行
が
来
町
さ
れ
ま
し

た
。
旅
費
等
は
、
北
海
道
の
「
㊖
ア
イ
ヌ
民
族
文

化
財
団
」
よ
り
121
万
円
の
補
助
を
受
け
ま
し
た
。 

文
化
祭
で
は
池
田
拓
浦
河
町
長
の
挨
拶
の
後
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
ア
イ
ヌ
の
古
式
舞
踊
と
、
ム
ッ
ク
リ
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
河
浦
小
学
校
の
児
童
、
約
140 

人
も
来
場
し
「
ネ
ズ
ミ
捕
り
の
踊
り
」
で
は
ネ
ズ

ミ
に
扮
し
た
児
童
が
食
べ
物
を
取
ろ
う
と
す
る
場

面
で
会
場
は
爆
笑
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 
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河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
先
進
地
視
察 

11
月
28
日
～
29
日
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
11
名
で
球
磨
郡
へ
先
進
地
視
察
研
修
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
28
日
の
視
察
先
「
ま
ち
の
台
所
あ

か
り
（
錦
町
）
」
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
民
生

委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
来
た
５
人
の

方
が
高
齢
者
向
け
に
弁
当
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
お
り
、
配
達
の
際
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
も

委
託
事
業
と
し
て
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
食
材

は
地
産
地
消
に
努
め
て
い
ま
す
が
後
継
者
が
い
な

い
た
め
、
存
続
が
厳
し
い
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。

29
日
は
「
下
村
婦
人
会
（
湯
前
町
）
」
。
昭
和

25
年
に
創
始
者
で
あ
る
山
北
幸
さ
ん
が
戦
後
間
も

な
い
貧
し
い
時
代
に
、
加
工
品
を
販
売
す
る
な
ど

し
て
地
域
で
生
活
を
支
え
合
う
た
め
に
会
を
発

足
。
安
全
安
心
、
地
産
地
消
に
よ
る
商
品
（
漬
物

等
）
の
加
工
と
販
売
を
し
て
い
ま
す
が
、
若
い
人

の
婦
人
会
離
れ
や
汚
れ
る
仕
事
を
嫌
う
傾
向
に
よ

り
地
元
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
で
は
成
り
立
た
な
く
な

っ
て
お
り
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
組
織
も
柔

軟
に
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

協
力
隊
、
「
産
島
」
を
東
京
で
PR 

 

編
集
後
記 

 

令
和
２
年
10
月
24
～
25
日
に
宮
野
河
内

「
産
島
八
幡
宮
例
大
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

今
回
は
「
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
日
本
の
祭
り
」
の

テ
レ
ビ
番
組
と
し
て
、

RKK
熊
本
放
送
や
BS

１２

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
１
時
間
番
組
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
TK
） 

 

２
月
20
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
感
じ
る

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ーroom

s40

in
代
々
木
第
一
体

育
館
」
が
開
催
さ
れ
、
市
長
他
５
名
が
「
天
草
ふ

る
さ
と
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
」
で
出
展
し
、
河
浦
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
徳
彦
氏
が
、
「
産
島

UP
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
の
実
施
状
況
を
主
に
し
た
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
ビ
デ
オ
を
発
表
し
、
河
浦
町
宮
野
河

内
の
「
産
島
」
の
魅
力
の
情
報
発
信
と
新
た
な
無

人
島
の
利
活
用
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
ブ
ー
ス

来
訪
者
の
関
心
を
引
き
付
け
て
い
ま
し
た
。 

河
浦
小
学
校
の
温
か
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
小
学

校
で
は
、
自
己
紹
介
や
、
町
の
紹
介
、
音
楽
や
算

数
の
授
業
、
学
校
探
検
な
ど
を
行
っ
た
。
河
浦
小

学
校
の
特
徴
は
、
先
ず
、
児
童
全
体
が
元
気
で
、

明
る
く
、
温
か
い
こ
と
。
次
に
、
学
校
の
服
が
制

服
な
こ
と
。
最
後
に
、
毎
月
曲
を
変
え
な
が
ら
歌

を
歌
う
こ
と
だ
。
楽
し
い
時
間
が
終
わ
る
に
つ

れ
、
ど
ん
ど
ん
寂
し
く
な
っ
て
き
た
。
河
浦
小
学

校
の
居
心
地
が
良
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
最

後
は
、
み
ん
な
で
バ
イ
バ
イ
。
と
っ
て
も
楽
し
い

訪
問
だ
っ
た
。
僕
は
、
今
回
の
旅
で
、
熊
本
と
北

海
道
の
ち
が
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
交
流
が

で
き
、
良
か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
沢
山
の
人
に
伝

え
る
事
で
、
河
浦
町
と
、
浦
河
町
の
交
流
の
発
展

に
繋
が
る
と
良
い
。 

8
月
25
日
に
一
町
田
コ
ミ
セ
ン
で
「
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
」
を
、
河
浦
地
区
公
民
館
と
河
浦
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
共
催
で
行
い
60
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
に
「
水
俣
」
の
良
さ
を

国
内
外
に
広
め
た
「
ス
ー
パ
ー
県
庁
職
員
」
と
地

元
住
民
か
ら
呼
び
親
し
ま
れ
て
る
緒
方
竜
二
さ
ん

を
メ
イ
ン
に
、
ケ
ー
キ
屋
を
経
営
し
な
が
ら
地
域

支
援
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
笹
原
和
明
さ
ん
、
ラ
イ

タ
ー
の
木
下
真
弓
さ
ん
の
お
二
方
を
お
迎
え
し
、

「
水
俣
漁
師
市
」
「
え
び
庵
」
「
み
な
ま
る
キ
ッ

チ
ン
」
「
紅
茶
四
天
王
」
な
ど
地
域
資
源
を
活
か

す
仕
掛
け
と
情
報
発
信
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
実
施 
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